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も知識の up to dateを行うと同時にブレない
自分の治療方針もっていたい，と考えさせられ
ました．
一日目の夜に，市立札幌病院の佐久間先生，
徳州会病院の土田先生を始めとするみなさん
で，福島大学の先生方も加えた北海道御一行＋
アルファで懇親会も開かれ，横浜中華街でおい
しい料理をいただきました．お酒（紹興酒）も
話もすすみ，他の地域の先生方との交流もでき
て非常に有意義でした．来年は京王プラザホテ
ルで開催とのことですので，新宿の夜で第二回
があれば参加したいと思います．抄録もふくめ
て北海道の先生からの発表が，ポスターを含め
て９演題と昨年よりは多かったようですがやは
り少なく，もっと演題数がふえれば昼も夜も盛
り上がってくるのでは？と感じます．数が増え
ればいいというわけではありませんが，やはり
北海道の骨折治療のレベル向上には，全国学会
での発表も大事なのではないでしょうか．まだ
私も２回目ですが，他の分野よりは敷居が低く
発表しやすい学会である印象がありますので，
あまり経験がない先生方にもチャレンジをおす
すめします．
簡単ですが参加記とさせていただきました．
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